
暮晶の安心・安全確保椎il研究   食品安全施策事に闇する圃鞭協爛のあり方に間する研究   玉木武   理事長・食品館生研   社団法人日本食品衛生1i会   
究新書  

書晶の安心・安全確保推進研究   特定保t用暮晶の新たな暮董墓場に聞する研究   山田 ≡和議   部員   独立行政雇人鴎立t鷹・栄暮研究所   

食品の安心・安全確保椎遭研究   既存添加犠の成分と晶r静備に関する研究   山■ 杜   第＝室長   孤立医薬品食品衛生研究断食品添加物那   

土品の安心・安全稚魚推進研究   食品中に残留する■藁零の規櫓靂欄に係る分析優における不確実手薫にⅦする紳士研究   ■・1 ・三：   数櫻   東京■エ大学大学暁共生科学研究部   

食品の安心・安全確保推遭研究   暮水よ土晶の微生物書の賦♯方法にⅦする研究   書冊 集知子  重t   圃立医薬品食品館生研究所 衛生微生物部   

暮晶の安心・安全確保椎遭研究   暮l如こおける青書・書義のウイルス疾ホに蘭する研究   ■林 汁   獣医科学部第三圭曇  圃立感染虚研究所 獣医科学部   

士晶の安心・安全確保椎遭研究   放射≠照射量晶の機知技欄に関する研究   吉井 始   景品節圭鼻   圃立医薬品食品館生研究所暮晶郎   

食品の安心・安全確度絶遺研究   新規培暮細胞系を用いたアレルゲン性辞儀世職應にWする研究   中村 蒐介   主任研究官   孤立臣事晶暮晶衛生研究所   

暮晶の安心・安全確保椎遭研究   魚介オに含まれる食中書冊間物rの分析法に間する研究   相良 剛史   助手   四囲大学短期大学部   

食品の安心・安全確保推進研究   コシフオメーション特1的抗体による簡便で嘉精度なBSE鯵断法の開発研究   橋口 周平   助手   虎児■大学工学部生体工学科   

t晶の安心・安全確保推進研究   ／くイオテクノロジー応用暮晶の安全性確保に聞する研究   よ鳥 拓   所長   国立医薬品土晶衛生研究所   

食品の安心・安全確保推遭研究   検査機闇の借轟性確保に関する研究   ‖：  ＝＝   】事■長   財団法人暮晶薬品安全センター   

食品の安心・安全確保椎遺研究   暮晶中に残留する抗生物井の分析法に間する研究   堀江 正一   水・食品担当部長  埼玉れ衛生研究所水・食品担当   

医薬品・医■機♯讐レギュラトリーサイエンス総合研究  薬効及び劃作用発現の人穐豊に蘭わる遺伝子多型に関する研究   千葉 寛   教摸   手蔓大学大学院薬学研究陳   

医薬品・医療機書讐レギュラトリーサイエンス総合研究  小児事の特殊鳥儀欄に対する医薬品の有効性、安全性情報の収集とそれらの情■に基づくリスク絆価・t理手法に闇する研究  松田 一郎   ■l学長  北海道医療大学   

医薬品・医療機馨専レギュラトリーサイエンス総合研究  小児薬物療法におけるデータネットワークの実用性と応用可能性に関する研究   石川 洋一   治♯主任   国立慮書医■センター 薬剤部   

医薬品・直＃機鶉響レギュラトリーサイエンス総合研究  罰俸的動向を踏まえた医薬品の新たな有効性及び安全性評価等に蘭する研究   上田■ニ   名讐痛快最   財団法人★京小俣儀層■公社多摩北部医療セン  
ター   

医藁晶・医療機揚幕レギュラトリーサイエンス総合研究  ファーマコゲノミクスの合理的使用のための医藁晶開業と医薬品行政のあり方に闇する研究   津谷 暮一郎  二二 ▲∴1一   ★克夫事大学院藁学系研究科医薬経済学   

医藁属・医療機書専レギュラトリーサイエンス総合研餞  混合ワクチンの晶土樽保に闇する研究   宮村遵男   部長   町立感染症研究所 ウイルス事二部   

医薬品・医療機書零レギュラトリーサイエンス総合研究  ■薗医薬品製造に闇する孤静規櫓の皿内ヰ入に関する研究   ■元 憲一   郎曇   孤立臣藁晶一品衛生研究所 暮晶添加物部   

臣藁晶・医■機書零レギュラトリーサイエンス総合研究  医薬品讐の市た後における有効性、安全性の群価方法に珊する研究   竹内 正弘   教授   北上大学藁学部臨床統計部M   

医薬品・医■機書専レギュラトリーサイエンス総合研餞  鉱床及び非ヰ床のデータに壬づく医薬品の催奇形性のリスク分＃に闇す各研究   吉川 樽之   教授   筑波大学・大学暁人間総合科学研究科   

医薬品■臣ホ機書讐レギュラトリーサイエンス総合研究  患雷及び閲民に対する臣藁晶安全性情報の攫供のあり方に蘭する研究   久保 ホ子   事美都長   財出法人日本藁刑師研修センター事♯櫛   

医薬品・医療機書事レギュラトリーサイエンス総合研究  プラスティックゼ医療用1の適正使用に闇する研究   中濱 裕之   教授   星薬科大事業品分析化学教主   

医薬品・臣■≠書零レギュラトリーサイエンス総合研究  劇作用の発現メカニズムを考慮した対応方策にⅦする研究   井上 相乗   教授   九州大学大学暁薬学研究暁・医兼業科学卿円・藁  
効♯折半分野   

医薬品・臣■機纏零レギュラトリーサイエンス総合研究  積込み型生命維持羞tの安全対策に蘭する研究   笠t 宏   主任散櫻   大京女子医科大学 鶴川欄内科   

医薬品・医ホ機書専レギュラトリーサイエンス総合研究  医薬品の外丘に着日した類似性を回避するための情報捷供のあり方に関する研究   村山 純一郎  婁■   社団法人日本痛快藁刑師会  



医薬品・医療機場専レギュラトリーサイエンス総合研究  ゼ薬企霊及び医療機関における日米EU医薬品規制講和会議（ICH）医薬品規制用語嘉の適用に閲する研究   開聞 成允   ■間   財団法人臣■什報システム開発センター   

医薬品・医ホ機器零レギュラトリーサイエンス総合研餞  書ら医藁晶として使用される成分本書（即材料）の有効性及び安全性讐の絆価に関する研究   鶉毛塚1   教授   ★京大事大攣扶薬学系研究科天然物化学教主   

医薬品・匿■穐馨零レギュラトリーサイエンス総合研究  リスク霊園に益づいた医薬品・医■機蓼の製造工程に対する監王手法の開発・機i正に闇すも研究   t榊 伸男   藁晶部長   圃立匿兼晶食品衛生研究所薬品部   

和田l漬   
薬物依存研究部最  孤立精神・神織センター精神保健研究所藁物依存 研究部   

医稟晶・医♯櫨馨専レギュラトリーサイエンス総合研究  薬物乱用・依存讐の実態把機と乱用・依存事に対する対応策に闇する研究  

医薬品・医療機馨専レギュラトリーサイエンス総合研究  依存性薫物および未規制藁嘲による神経暮性と精神病の発現機序に朋する研究   二乙・‾   微増   名石慶大事大学院医学系研究科・医学郎附■痍  
快   

医薬品・医療機書零レギュラトリーサイエンス総合研究  藁触の分析鑑定法の間矧こ闇する研究   平井 俊樹   事務理事   財団法人日本纂刑師研修センター   

医薬品・匡■機幾等レギュラトリーサイエンス総合研究  薬物霜暮剛よ対矧＝おける関係機関の連携   冨永 櫓   眈1   独立行政雇人田立病院機れ下総精神眉欄セン  
ター   

医鳶品・医＃機薯欄レギュラトリーサイエンス総合研究  がん痩膚治■におけるオピオイド鎮痛薬の適正使用に闇すも研究   平■ 一陣   特殊ホ繍部長  孤立がんセンター中央ホ快特殊病棟飾   

医薬品・医ホ機器零レギュラトリーサイエンス総合研究  動物由来物傭を排除したワクチン及び欄■培養インフルエンザワクチンの製造方法の開発研究   8代 眞人   部長   孤立感染虚研究所 ウイルス♯3部   

医薬品・医ホ機番零レギュラトリーサイエンス総合研究  書血用血液の細薗感染防止と血小板♯刑の書物任期限延長に関する研究   大戸 斉   教授   橿■れ立医科大学臣竿都●血・移植免疫部   

医薬品t医療機幾等レギュラトリーサイエンス総合研究  輸血用血液の安全性向上のための1常プリオン検出系の開発   岡日 暮昭   重1   皿立感染症研究所血液・安全性研究部   

医薬品・医療≠纏零レギュラトリーサイエンス総合研究  免疫学的輸血劇作用の把攫とその対応にWすも研究   古本 澹   教授   先知医払方攣医学部■血那   

医薬品・医療機畿零レギュラトリーサイエンス総合研究  インフルエンザワクチン霜暮予洲こWする研究   三浦宜靂   教理   増玉れ立大学保t医療福祉学節   

医薬品■匿よ機幾等レギュラトリーサイエンス総合研究  ワクチン製造株の晶1t理に朋する研究   加■ 暮   圭長   孤立感染症研究所 ウイルス讐3部   

医薬品■医■機馨零レギュラトリーサイエンス総合研究  安全な血液製刑を確保するための新井・再■感染症疇の診断、除去・不活化法の研究   円田 義昭   血液・安全性研究部 主ょ  圃立感染鷹研究所血液・安全性研究部   

医薬品・医ホ機書専レギュラトリーサイエンス総合研究  血液新法に伴う輸血t理体㈲と安全t理・適正使用マネジメントシステムの構ヰ   書積 事暮   敵摂   文京大学医学部附几爛餞≠血節   

医薬品・医♯機書零レギュラトリーサイエンス総合研究  瘍免疫細胞ホ法における濃縮血炸の使用に関する講壬研究   岡 正劇   教授   山口大学 医学部   

医藁晶■医■機攣零レギュラトリーサイエンス総合研究  同穫血輸血安全性向上に伴う自己血書血書応の再機嗣   佐川 公憤   教授   久留米大学 医学部附爪痕扶・臨床機董部   

白井 性別   教授   山口大学医学部医学利生雇・発遽・感染医科学構  医藁晶■医療機鎗専レギュラトリーサイエンス総合研究  幹細胞を利用した分化旗ヰ増暮による人工血液の蘭矧こ間する研究  座故生物学   

医薬品・医★機書零レギュラトリーサイエンス総合研究  幹細胞を利用した分化緋ヰ培♯による人工血液の開発に朋すも研究   千葉 滋   書薗治■節・助教授  ★京大学 医学部附t■快   

医薬品・医療機書讐レギュラトリーサイエンス総合研究  ヒト胚性幹細胞を利用した分化扶ヰ特集による人工血液の開発に闇する研究   辻 清一郎   助教授   ★京大学 臣科学研究所   

医薬品・医療機番等レギュラトリーサイエンス総合研究  認練部位捏挿リポソーム・アルブミン暮合体の安全性と止血鋤よの詳細   池由 鷹夫   教授   t應暮塾大学医学側   

■漕 良和   緻授   膿亀良書衛生大学総合医科学研究所免疫学節  医薬品・医★機器事レギュラトリーサイエンス総合研究  救急治ホ藁としてのヒト抗体爛製1＝聞する研究  M   

医＃晶・医療機書零レギュラトリーサイエンス総合研究  敷急・災書医■に利用可能な人工赤血球の開封こ関する研究   四津 良平   教授   慶應暮塾大学医学部外科   

医薬品・医＃職場専レギュラトリーサイエンス総合研究  血t炎治膚のための人エポリクローナルグロブリン製剤の開発と安全性向上に関する研究   鈴木 和男   圭長   間立感染症研究所生物活性物賞劇欄三重   

医薬品・医ホ機場讐レギュラトリーサイエンス総合研究  人工赤血球の安全性向上に聞すも研究   小林 紘一   微積   ■鷹義塾大竿医学部外科   

医藁品・医療機馨専レギュラトリーサイエンス総合研究  新型インフルエンザ用ワクチンの有効性・安全性確保に間する研究   小田切 事人  圭曇   孤立感染症研究所ウイルス第3部  



匿♯晶・医よ機書零レギュラトリーサイエンス総合研究  抗暮薫製刑の助手的製造方法の開業に蘭する研究   古橋 元素   書三重畏   国立感染症研究断細菌羊二部   

医藁品・医療機書零レギュラトリーサイエンス総合研餞  献血により生じるt■被書の先生防止に関する研究   河Ⅷ 和夫   教授一散書廿   ★束医科歯科大学大学鏡政策科学分野   

匿藁晶・医療機♯零レギュラトリーサイエンス総合研究  札床事例を活用した事践的藁手数書研儀システムの確立とその絆価   澤田 t文   書■教授（常勤形態）  ★東大事大学院薬学系研究科   

医薬品・医療機書讐レギュラトリーサイエンス総合研究  臣藁晶の積憤影響絆価法に間する研究   井上 遵   安全性生物技♯研究  
センター曇   センター   

医薬品・医■櫨書讐レギュラトリーサイエンス総合研究  遺伝子組換え匿藁晶讐のプリオン職去工程辞価の方法に蘭する研究   山口 照美   遺伝子細胞医薬部よ  町立医藁品食品館生研究所 遺伝子細胞医業部   

医薬品・医ホ儀書讐レギュラトリーサイエンス総合研究  ワクチンや抗がん刑など特殊な成分の藍■晶における非■床安全性層欄の実施手法事に闇する研究   井上 遽   安全性生物試♯研究  
センター畏   センター   

医薬品・医★機書零レギュラトリーサイエンス総合研究  安全性絆価のための動物実♯代替法の開発および絆優体制の確立に関する研究   大野 ♯▲   劃所長   孤立藍藁晶暮晶衛生研究所   

医藁晶・医療機書専レギュラトリーサイエンス総合研究  タン′くク★＃刑および非ウイルス性遺伝子導入七網の分子連動性に基づく安定性試♯法の確立   吉岡l遭江   藁晶部算＝圭圭轟  取立臣藁晶暮晶衛生研究所 薬品部鷺二重   

医薬品・医療櫨嘗零レギュラトリーサイエンス総合研究  日本巣鷹方事医藁晶基準の四欝ハーモナイゼーションに闇する研究   川西 血   部長   圃立藍藁晶暮晶衛生研究所 生物薬品部   

医薬品・臣ホ機書零レギュラトリーサイエンス総合研究  一般用漢方地方の見直しに賛するための■用性絆価（EBM確保）手法及び安全性確保儀に闇する研究   合田 華広   部長   孤立匿藁晶暮晶衛生研究所生薬部   

医薬品・医療職馨零レギュラトリーサイエンス総合研究  医藁晶の♯遺方法専の嚢モに伴う晶暮比較に間する研究   奥田 職安   有機化学部曇  孤立医薬品食品衛生研究所 有機化竿都   

医藁品・臣■機書尊レギュラトリーサイエンス総合研究  圃静的動向を鴎まえた医薬品零の晶井・安全性確保Iこ附する研究   早川 集夫   ■間   独立行政法人臣薬品医■機さ給食欄爛   

医薬品・医療機書零レギュラトリーサイエンス総合研究  書亨事tに蘭与する藁鞠動静相互作用に闇する研究   長谷川 隆一  匿■安全料学部長  国立医藁晶暮晶衛生研究所 医井安全料学部   

医共晶・医■機器零レギュラトリーサイエンス総合研究  血液脇間M破船こ基づく医薬品副作用の予測系の檀立に闇すも研究   大野 春雄   ■l所長   孤立匿藁晶食品館生研究所   

医薬品・匪賊♯専レギュラトリーサイエンス総合研究  科学とリスクマネジメントに壬礎をおいた医薬品及び匿■機馨の晶井t理監甘システムに閲する研究   檜山 行▲   薬品部第三室長  取立医薬品食品館生研究所 薬品那   

医薬品・医療機番等レギュラトリーサイエンス総合研究  麻藁植物の不法栽培傭膚での代響え薬用穐鞠のヰ入研究   佐竹 元吉   教授   お茶の水女子大事生活積憤研究センター   

医藁晶・医■機書専レギュラトリーサイエンス総合研究  ヘモグロビンアロステリーを利用した付加囁鐘赤血球t刑の創製と救急医■への応用   末松∴縫   教授   ■■暮塾大学・医学部 医化学教室   

医藁品・医■≠場専レギュラトリーサイエンス総合研究  ●血用血液及び細胞ホ法の安全性に闇する研究   量 慣睡   教授   ★未熟七会医科大事 医学部   

医薬品・医■機書等レギュラトリーサイエンス総合研究  医療機書の性能壬準設立に蘭する研究   ニ ・／   教授   川■臣♯短期大学 臨床工学科   

医薬品・匿★機書専レギュラトリーサイエンス総合研究  匿♯櫨蘭lこおける血液製剤の欄正使用の推進に関する研究   清水謄   書■教授   杏林大学医学部臨床機壬医学教主   

医薬品・医♯機書讐レギュラトリーサイエンス総合研究  医療機さ分野の臨床絆価ガイドラインの作成に関する研究   抄中 暮之   人エ■♯節点  国立柑1場膚センター研究所・人エ♯纏部   

医薬品■医ホ機♯専レギュラトリーサイエンス総合研究  医■機闇受診前の一般用医薬品の使用実軌こ関する謂壬   望月 叶弓   数捜   北里大学藁学部   

医薬品・医■機半等レギュラトリーサイエンス総合研究  ♯血時の間鯵、説明と同書に間する研究   中■ 一掃   所長   ★未群赤十字血液センター   

医薬品・医療機書事レギュラトリーサイエンス総合研究  薬剤師の贅の向上と充実した薬学教書に関する研究   全日 清   金井   社団法人日本鋼鏡薬剤師会   

医薬品・医療機草書レギュラトリーサイエンス総合研究  先端技術を活用した医療機薯の絆優に関する研究   岡野 光夫   所長・教授   真東女子医科大学先端生命医科学研究所   

医薬品・医療機器零レギュラトリーサイエンス総合研究  医療機番分！利こおけるリスクマネジメント手法に闇する研究   桜井 楕久   名誉教授   東京女子医科大学   

医薬品・医療職攣儀レギュラトリーサイエンス総合研究  体外鯵ホ藁に朋する慎準晶に朋する研究   竹森 利恵   部長   取立感染症研究所 免疫部  



医薬品・医■機番零レギュラトリーサイエンス総合研栗  医療機書・医用材料の安全性絆価手法開発に閲する研究   土屋 利江   ノ・‾・∴．   国立医薬品暮晶衛生研究断■晶部   

医薬品・医■機書零レギュラトリーサイエンス総合研究  医薬品添加物の安全性データベース専の圃民向け情t棲供のあり方に闇する研究   戸部 濃舞夫  賢全性車■会委■畏  日本匿藁晶添加剤協会   

医薬品・臣■機場書レギュラトリーサイエンス総合研餞  特定生物由来製品の虔染発見時における医療機蘭連係に間する研究   比留一明 濠   飾畏   兼震ゎ立餉込ホ飢爛血・細胞治療科   

医薬品・臣ホ機薯零レギュラトリーサイエンス総合研究  包括化・後発品使用・鯵■ガイドライン使用の中での安全性確保を指向した医薬品実態鱒董と病院長薬品▲選択の方法論のモ デル■■  ♯木 洋史  救援・藁刑∬長  井京大学監竿部州■病院薬剤部   

臣藁晶・臣■機書零レギュラトリーサイエンス総合研究  ワクチンの安全性向上のための晶賞確保の方策にⅦする研究   財団法人予防撒  
種リサーチセンター  理事t   財団法人予防撒穫リサーチセンター   

医薬品・医療機書零レギュラトリーサイエンス総合研究  GCPの運用と治♯の●理的・科学的な兼の向上に闇する研究   t山 茂   教授   東京慈も会医科大草総合医科学研究センター藁  
物治療学研究圭   

医薬品・臣♯機書零レギュラトリーサイエンス総合研究  積込み聖又はインプラント臣ホ機書の不入含M欄の収▲及び安全性憎≠の檀供のあり方に関する研究   剛昌 血   憂形外科学講座教   暮邦大学医学節義形外科   
横  

医藁晶・医♯機書零レギュラトリーサイエンス総合研究  医薬品及び医■機響のコードを利用した安全対策とトレーサビリティ確保のためのシステムヰ入と効果に朋する研究   土塁 文人   常務理事   社団法人日本痛快藁刑師会   

医薬品・医★≠幾等レギュラトリーサイエンス総合研究  lCUで使用可能な人工赤血球およぴM∈技術の開封こ闇する研究   武田 純三   教授   土■義塾大学医学馴   

医薬品・匡■機書零レギュラトリーサイエンス総合研究  ●血用血液＃刑中のエンドトキシンに間する研究   遭義：暮呼   教揮   岩手医科大学 医学部   

医薬品・医ホ機書書レギュラトリーサイエンス総合研究  若年鱒血書数増加の為の非献血事の暮計れ通に関する研究   田久 清志   教授   中節半焼大学人間橿独学節   

医巣晶・長療機さ等レギュラトリーサイエンス総合研属  ●血用血液製剤の安全性向上に朋する研究   水落 利明   里長   孤立感染虚研究所血液■安全性研究部   

医薬品・臣♯機馨等レギュラトリーサイエンス総合研究  生物由来の医■機薯に闘わる餌静的璃和に間する研究一埋敵型医■機場蕪村の安全性評価の再評価とⅧ隋ホ和一   児玉 ♯夫   圭最   取立医薬品食品衛生研究所雪全性生物拭♯研究  
センター動物甘理圭   

化筆触賛リスク研究   ダイオキシン類零による胎児期■書が幼児の集逢に及ぼす影響の前向きコホート疫学   催事 洋   教授   ★北大学医学系研究科覆墳良t医学   

化学鞠貫リスク研究   POP8のリスク絆価にむけてのヒト■耳鼻期モニタリングのための試料／くンクの創設に閲する研究   小鼻 昭夫   教授   閲立大学法人食前大学大学鏡医学研究科   

化学物質リスク研究   化学鞠賞リスク評価におけるヒトデータの利用にMする研究   杉本 侃   研究■閥   財団法人日本中事情鞭センター   

化学物ーリスク研究   抗菌加エ＃晶における安全性絆価及び＃晶什報の伝凛に隣する蜘壬研究   慶庵 正昭   ■晶掛算＝重量  印立医薬品食品館生研究所   

化学鞠貫リスク研究   プライマリーヒト細胞を用いた化学鞠耳曝暮・遺伝子発現に闇す各研究   井村 昭夫   教授   自治医科大学 牡床藁理学   

化学物1リスク研究   化学物暮リスク評価の壬盤t欄としてのトキシコゲノミクスに関する研究   t野 純   部長   圃立医藁晶t晶衛生研究所屠全性生物杖♯研究  
センター暮性部   

化学物貴リスク研究   内分泌かく乱性確走賦♯法及び内分泌かく乱性鉾■絆価包括ガイドラインの開発に蘭する総合研究   小野 宏   ♯精理事、研究■間  財団法人食品藁晶安全センター集野研究所   

化学物文リスク研究   木材防膚刑として使用される化学物其のリスク絆価に関する研究   冊田 事則   暮性部長   財団法人残留■薬研究所 暮性部   

化学物貴リスク研究   内分泌かく乱化学犠＃（ダイオキシン＃を含む）の胎児・新生児曇暮によるリスク予測に蘭する総合研究   江れ 眞   圭長   国立医薬品食品衛生研究所総合評価研究生   

化学物質リスク研究   化学物∫によるチどもへの■鷹影平に蘭する研究一億井蛙維持機構莞＃の過渡特性に立即したリスク絆価研儀一   江馬 眞   重量   国立医薬品食品館生研究所安全性生物賦♯研究  
センター   

化学物貰リスク研究   化学物井による子どもへの儀■影響に蘭する研究   牧野 恨久   教授   東灘大学医学馴   

化学物耳リスク研究   化学物井感受性の■人豊を決建する遺伝子的事医lの檎兼とその作用離れ♯析   水沼l書   散授   東北大学 大学恍♯学研究科   

化学物耳リスク研究   横内受容体縮合能およびホルモン活性同時測定法によ引ヒ学物貫リスク評価   下井 鷹幸   教授   九州大学大学餞∴腋学研究続   

化学物貴リスク研究   内分泌かく乱化学物1とホルモン蘭連騰ヰに恥する疫学研究   津金 ■一郎  部長   国立がんセンターがん予防・検診研究センター予  
肪研究部  



化学物井リスク研究   化学物井リスク騨優における走暮的れ遺活性相聞に間する研究   林 薫   嚢■遺伝部長厚生   圃立医薬品食品衛生研究所 蜜■遺伝節   
労■技官  

化学鞠★リスク研究   内分泌かく乱化学物井の生体た響メカニズム（低用1軌t・♯合効果を含む）に闇する総合研究   井上 遽   安全性生物区鹸研究  
センターよ   センター   

化学鞠十リスク研究   化学鞠∫の評価におけるカテゴリー・アプローチの高度化に蘭する研究   林 薫   ＃貴通伝節畏厚生   加立医藁晶食品館生研究所tl遺伝那   
労■技官  

化学鞠爛リスク研究   胎児期・新生児期化学鞠犬書轟による♯たな霊性騨価手法の確立とその1廣他に闇する研究   淡谷 淳   主ょ   孤立医薬品食品衛生研究所ホ理那   

化学物∫リスク研究   内分泌かく乱化学鞠貫と手書体がん発生リスクに隣する症例対照研究   八暮穫・陣生  教授   ★北大掌大学棟医学系研究科泌眉慶應欄嘩欄座  
婦人筆分刃   

化学物丈リスク研究   書鷹用品中化学鞠父のリスク評価に蘭する研究   安■ 正員   教授   武暮野大学藁学部藁学研究所環塊化学研究室   

化学物サリスク研究   化学鞠■の織気遭暮暮による暮性評価手法の蘭集、t度化に関する研究   小川 ♯只   事一重よ   孤立医薬品暮品衛生研究所安全性生物試練研究  
センター暮任那   

化学鞠嘱リスク研究   化学鞠賞の♯的としての■機能タン′くク蒼発横糸を利用したリスク絆価法に朋する研究   大和田 智彦  教授   ★京大事大学鏡 薬学系研究科   

化学物貰リスク研究   生体の作用点、特に横内受容体及び蘭書転写因子群に着日した化学物井の暮性発現機≠の鮮明や暮性予測手法の開発を行う  ■木■也   璽長   圃立医薬品暮晶衛生研究所安全性生物賦♯研究  
研究  センター暮性倒   

化学物質リスク研究   環墳ナノ粒子の動静覆化促遭メカニズムの解明   岩井 正温   疫学郎曇   圃立打環器病センター研究所疫学部   

化学物寅リスク研究   ナノマテリアルの安全性確紘におけるt■彰■評価手法の確立に蘭する研究   広瀬 明♯   主任研究曹   圃立医薬品食品館生研究所安全性生物賦♯研究  
センター総合評価研究重   

化学物貰リスク研究   前向きコホート研究による先天書≠モニタリング、特に尿遭下裂、停留精巣のリスク事困と内分泌かく乱物井に対する感受性の群   水上 尚典   教授   北♯遭大学大学鏡医学研究科生月・闊達医学欄  
明  座よ科・生蔵匿攣分野   

化学物質リスク研究   義鞠劇傭の事例＃折によづく安全t礫創生に射する研究   よ谷川 和餞  敷津   千葉科学大学危穐t理学部危機t礫システム学  
科   

t鷹科学総合研究   分子痛撃に基づいた■血圧・糖尿■の予防的介入   今井 オ   教授   東北大学大学練薬学研究科   

t★科学総合研究   遺伝子曝析に暮づく打オ書初・■尿痛の予防匿■診療の試み   三木 菅郎   教授   壬嬢大事医学部 毛年医学講座   

t鷹科学総合研究   生活習慣ホ予防対策に帥わる新規遺伝子の襖素と機能♯析   斯波 真理子  重1（代儀l内科医■ 併任）  国立徽覆さ欄センター研究所′くイオサイエンス部   

t鷹科学総合研究   アンジオテンシン嚢換酵★遺伝子多型と帖卜心血tホの闇係に関する疫学講壬：久山町研究   清原 裕   講師   九州大学痛快1ニ内科   

tオ科学総合研究   地■脳卒中弁慶奮隷を利用した脳卒中医■の∫の評価に朋すも研究   厳木 一夫   節1   秋田県立悩血書研究センター 疫学研究部   

≠オ科学総合研究   国民t■・栄♯叫董における各檀指標の毅定及び精度の向上に関する研究   吉池 情舅   部長   独立行政法人圃立t鷹・栄鷺研究所♯鷹・栄■  
■董研究部   

t鷹科学欄合研究   食生活讐、生活晋≠に起因する♯血の実麹とその改曽へ向けてのポピュレーション職鴫の横肘   高橋 事暮   教授   東泉大学長学部附■痛快■血那   

t鷹科学総合研究   口畦痍息、特に愴農疾患に及ぼす＃暮層の右影書とその対動こ朋する研究   ■石 ■   教授   大阪大学大学焼場学研究科   

t鷹科学総合研究   特定給食鳥取における栄養t理の実施状況とそのi準に蘭する研究   石田 裕美   教授   女子栄暮大学絶食・栄♯t理研究圭   

せ正村草々合研究   濾よ利用と生活・運動播坤を組み合わせた総合的■鷹教書に朋する実柾的研究   上岡 洋柵   講師   文京■集大学地域積憤科学部救暮分野身体軟膏  
学研究重   

t鷹科学欄含研究   暮■1村地域lこおける長寿の事巴およぴt鷹寿命に関する研究   青田 浩己   研究科長   虎児▲大学大学棟臣歯学総合研究科   

牡鷹科学総合研究   rヰ鷹づくりのための運動搾I＝に闇する研究一身体活動i増加による生活習慣病の一次予防効果－   
独立行政法人間立t廣・栄暮研究所■鷹増進研  

t慮科学総合研究   地方t鷹増遮断画の技術的支捷に闇する研究   河冊 和夫   教授   ★京医科歯科大乎大学院政策科学分野   

ヰ鷹科学総合研究   未成年著の喫♯実態状況に閲する椚壬研究   林 糠治   次長   孤立保t医ホ科学l暁  



tオ科学総合研究   ■村における生活曹≠と生活晋≠■有ホ率の地ヰ豊に闇する疫学研究   畝 博   微積   Ⅶ岡大学 医学部   

■鷹科学総合研究   t鷹日本21こころのt鷹づくりの日穐速成のための休暮・睡眠のあり方に聞する複軌こ蔓づく研究   内山 暮   部よ   
圃立精神・神様センター精神県t研究所欄欄生理  

節   

健鷹科学総合研究   受動喫♯対策にかかわる社会オ壌書蘭こついての研究   大和浩   

t鷹科学総合研究   生活晋惰力予防のための効よ的な栄養軟膏手法に蘭する研究   山本∴茂   樵■大学大学快ヘルス／くイオサイエンス研究部   

t鷹科学総合研究   痍痛手防サービスに係わるエビデンス≠ヰのための大鏡穐コホート共同研究   上■ 弘窮   教授   滋f医科大学社会医学♯き禰祉保t医学   

♯♯科学総合研究   地域傑儀におけるt鷹鯵董の効率的なプロトコールに朋する研究   水■ 書朔   那よ   加立県t医■科学院人材事鹿部   

膿鷹科学総合研究   れ壌におけるt■鯵董の効率的なプロトコールに間する研究   松田 書哉   教授   産義医科大事医学部 公衆衛生学教圭   

儀鷹科学総合研究   t■間違指標を用いたt鷹蕎禽のホ遭府無職豊の原田に催する研究   平尾 書広   助教授   寺川大学医学部・医♯甘理竿   

ヰ鷹科学総合研究   地犠俣欄サービスの担当■■にお1ナる連携評価指柵闘矧こ朋する統計的研究   筒井 事子   橿祉マネジメント重畳  圃立保t匿■科学陳禰祉サービス節橿祉マネジメ ント   
圭   

ヰ鷹科学総合研究   圃民のニーズに適合した地域保t行政組■の構造・機能■マンパワーのあり方に闇する研究   ●根 t史   部長   孤立保t医療科学院公衆衛生政策部   

t鷹科学総合研究   地嘲層欄を遭う公東館生書∩青の暮成とマンパワー確保に蘭する研究   嘉野t人   教授   ★京医科せ科大学・大学統臣せ学総合研究科   

嶋鷹科学総合研究   地理及び社会状況を加味した地域分折方法の聞先に関する研究   浅見 ♯司   劃センター畏、教授  文京大学 空¶情報科学研究センター   

ヰ鷹科学総合研究   地組こおける新たな曹及啓発方法の開発に朋する研究   浮田書■   場数捜   公立大学法人横浜市立大学国職総合科学部   

t正村辛抱合研究   地域保t行政の零れ凛に闇する研究   谷暢－   学長   圃瞭匿ホ禰他大学   

t鷹科学総合研究   地ヰにおける■膚危機什報の伝達、t理及び活用に関する研究   下田 瞥久   理事   独立行政法人禰牡医療機れ   

儀鷹科学総合研究   地域におけるt■危機発生時の遺信連♯に間すも研究   中村 維夫   代責取締役社長  株式会社エヌ・テイ・テイ・ドコモ   

健鷹科学総合研究   地域lこおける食止危機t理研捧に聞する研究   加■ 即子   部長   即立侵t匿■科学鏡研鯵企画部   

t鷹科学総合研究   公衆衛生医師零の専門的傭力の儀集とその向上に兼する教育研鯵プログラムの開発に関する研究   ●檎 t史   部長   孤立保t医療科学陳公衆衛生政策部   

ヰ鷹科学総合研究   地域焦t分野lこおける規制影事分析の方法論に間する鵬暮研究   大久良 一郎  教授   筑波大学大竿暁 人間総合科学研究科   

≠鷹科学総合研究   保t師指導書の★成プログラムの開発   佐伯 和子   教授   北海遭大学 医学部   

t鷹科学総合研究   t鷹危機管理情tの■1的収集／静価および統合／提供に間する讃董研究   片方 裕光   什≠評価圭轟  爪立保t匿★科学恍   

優■科学総合研究   地ヰにおけるt鷹危機発生時の関連機蘭との連携及び人■・物資の搬送零に閲する研究   舟橋 慣   鬱与   財団法人未来工学研究所技簡・取離開陳研究セン  
ター   

t鷹科学総合研究   シックハウス虚條詳の痍息義金に聞する札床的・墓嶋医学的研究   ■居 新平   教授   モ知筆泉大学家政学部   

■鷹科学総合研究   ■♯物におけるねずみ・書虫事の対策に附する研究   田中 生舞   技術■朋   財団法人日本環旗衛生センター環境生物部   

書鷹科学総合研究   全圃親機の疫学研究によるシックハウス症犠絆の実態と鳳田の♯明   ＃ 玲子   教授   北海遭大学大学院医学嘲欄朋卜予防医学講座公  
衆♯生分野   

t鷹科学総合研究   れ1化学鋤嘱によるシックハウス症鋏騨のホ態＃明、鯵断、治療対策lこ閲する研究   石川 哲   ■問   北丘研究所鋼焼麟床環境医学センター   

tオ科学総合研究   特走■農機における塵内化学物質汚染の実態とt鷹影事との間違に関する研究   ■谷圭一   教授   産義臣科大学産＃保t学部  



健鷹科学総合研究   瞥環式浴槽における浴用水の浄化・消暮方法のt遷化に聞する研究   遭■ ■飾   慮l轟   訂立感染症研究所 書生動物郎   

ヰ鷹科学総合研究   ■集物衛生における健鷹危機t理のあり方に蘭する研究   池田 耕一   部長   押立保t臣♯科学院建幸衛生部   

t鷹科学総合研究   公衆潜壌を利用した安全で有効なt鷹づくりに蘭する研究   書暴 走慣   医学部教授   T山医科薬科大学 医学部   

t鷹科学総合研究   書簡の科学的知膚に暮づく水責暮準の見直し書に関する研究   眞柄トホ■   学術研究■（特任教 按）  北澤道夫草創成科学共同研究機■   

t鷹科学総合研究   残留牡糞に依存しない水遭の水貫t理手法に闇する研究   国包 暮－   却t   孤立保t医ホ科学統水遭工筆節   

健★科学総合研究   t鷹づくりのための■々人の身体状況に応じた書切な書事摂取に関する栄兼学的研究   佐々木 せ   リーダー   独立行政法人都立儀鷹・栄♯研究所栄♯所羊1  
策走企爾・運営担当   

t鷹科学総合研究   疾ホ予l防サービスの制動こ閲する研究   永井 良三   救援・痛扶養   ★京大事大手鏡医学系研究科■★京大事医学部  
」、・－   

牡鷹科学総合研究   総合的な地墳慄tサービスに関する企曹立★及び事tt理に蘭する研究   松浦 十四郎  会t   財団法人 日本公衆衛生協会   

健オ科学総合研究   女王期に対応する保t師の新たな書M技能獲得に朋する研究   岡本 玲子   肋微積   神戸大学 医学節地域■雄牛   

健鷹科学総合研究   生活環墳におけるレジオネラ感染予防に間する研究   苫田l真一   教授   九州大学大学枕医学研究所   

ヰ鷹科学総合研究   
／くンケラデシュ及び中圃を中心とする地下水のヒ素汚染地膚において地下水を（安全な）水遭水濃とす思実現可能性評価に聞す   穫永 裕司   

る研究  
部長   国立医薬品土品衛生研究席∵腋憬衛生化学部   

≠ホ科学総合研究   給水末欄における水井および給水装t・用1機能の1♯監視と書理に闇する研究   中村■ 文■   技術アド／くイサー  財団法人給水エー技術雛井財団   

t鷹科学総合研究   地方衛生研究断のあり方および機能削ヒに関する研究   田中 ■代史  事精理■   財団法人日本t■・葉書食品協会   

t鷹科学総合研究   t鷹づくりを支援する環壌とその曇傷状況の評価手法に聞する研究   下光 輝－   主任緻眉   ★衰医科大竿衛生学公衆衛生学   

たばこに関する科学的知見の収暮に係る研究   祖父江 友奪  部長   鴎立がんセンターがん予防検診・研究センター什  ヰ鷹科学総合研究  欄研究部   

■主物における1檀衛生に蘭する研究   
ガ団法人ピル書理 セ 

t鷹科学総合研究  教書ンター   
財団法人ビルt瑠教■センター   

健鷹科学総合研究   ■き盛りの■相性民、ホ市住民、大企業勤務書男性の柵攫書痍息発症リスクとそれを規定する生活菅≠手因、ヘルスプロモー  教授   金沢医科大草■医学部儀鷹増遭予防医学   
ションサービスに関する比較研究   

市町村合欄に伴う地域毎t事業および自治体■凛の影書評価と今後の効率的推進策こWする研究～市町村保t事書（保t師  ■け子田 セ  教捜   圃立大筆法人広■大学大学院医書薬学総合研究  
ヰ鷹科学総合研究  

暮務）評価瀾欄の開発および同指針の作成－  科   

t鷹科竿総合研究   t鷹危機発生時の地方衛生研究所における爛査及び機暮体制の現状把橿と機暮専の精度t理の体制に闇する調査研究  今井 俊介   所■   褒良れ虎t環墳研究センター   

t鷹科学総合研究   自然災書発生後の2次的t■犠書発生防止及び有事におけるt鷹危機t理の保t所専行敵機闇の役劃に闇する研究   大井田 瞳   教授   日本犬掌医学節公衆衛生学部門   

t■科学総合研究   発遵段離にある鮨を対■とする携帯t拡應減数糟t磁界■霹の血液脳間門に及ぼす影響に闇する研究   牛山 明   主任研究官   町立保t医ホ科学枕 生活オ墳節   

貯水槽施臥特に未規制の小規れ施政の実簸把橿と設t書を対■とするt理運営マニュアルの策定に間する研究   早川 哲夫   環壌衛生政策書攻圭  健オ科学総合研究  任・教授   那環檀政策学科   

tオ科学総合研究   掛lナ流し武温泉におけるヨ切な衛生一喝手法の間発事に闇する研究   井上 博丘   所長   愛嬢■立衛生積憤研究所   

t鷹科学総合研究   今後のt♯物の維持管理のあり方に関する俳壇零に帥する研究   小畑 集知夫  常任●■   財団法人ビルt理数書センター 椚壬研究部   

医ホ技術絆価総合研究   外科犠域の臣♯安全対策支檀システムの蘭発   加■ト鶴之   名讐教授   北濃遭大学   

医★技術評価総合研究   麻酔肌暮の医療事故を防止する方贅を立手するための事因分析手法に闇する研究   武田 純三   教按   慶應義塾大学医学部麻酔科   

匡■技術評価総合研究   医療の賛及び医療安全体制の樺保に関する研究（臣■事故を防止するための対策の劫よ的な実施および評価に闇する研究）  千野 正一   名書教授   土■t塾大学リハビリテーション医学救重  



医療技術辞価総合研究   医療事故を防止するための対策の効集約な実施及び静価に蘭する研究   木村■ 暫   
エイズ治療・研究開発  
センター曇   ター   

医■技術評価総合研究   認定ホ挟間の臣★事故情報共有による患書安全の推進と医よ記錬の扶t正による事故防止策の実施に附する研究   大道 久   絆価超当理事評価委   財団法人日本医書丑能評価丑常   
■会委■長  

医＃技術押価総合研究   筐■事軌こおける人間的・絶★的暮田の分析・予防システム等の開発研究   今中 雄一   教授   京ホ大学大学院臣事研究科医療繚済半分野   

臣■技術評価総合研究   匿■■故の全珊的発生蟻度に関する研究   堺 秀人   庁未   神棄川■膚鏡■義庁   

医療技術評価総合研究   医■書†画の実態及びその絆価に聞すも研究   河膚二 和夫   教授・教書■   東京医科歯科大学 政策科学分野   

医療技術評価総合研究   小児厳島医膚における息事・豪族ニーズヘの対応蓑に附す＆研究   衛■ 暮緋  教授   東京慈貴会筐制大学小児科学績鍾・DNA医学研  
究断   

医療技術評価総合研究   新たな救急医■施設のあり方とホ鏡前救護体制の絆価にⅦする研究   小蒲 甘次   ■l理事長   財団法人日本敷鳥居欄財団   

医療技術評価総合研瀦   地よ災書に対応した医療鷹奴の配互計画に閲する研究   小林■－   主任研究官   降立良t医♯科学暁施設料学部   

医療技術評価総合研究   救命救急センターにおける濃け♯た外書死の実態とその暮因前妻のための研究   ■鴫 ♯次   教授   杏林大学医学部救急医学   

き療技術評価総合研究   医療朋係★積の責∫の向上（特に医師の事後慮床研♯及び国手試♯の貫の向上）に軸する研究   林 雄治   次長   孤立廃t医ホ科学餞   

医療技術評価総合研究   死体捜豪♯務の先の確保等に朋する研究   ●楓 t史   公東館生政策部長  孤立保t医■科学院公衆衛生政策部   

臣■技術評価総合研究   OSCEトライアルの実施零図書枚数の改暮にかかる研究   相川 正樹   教授   ▲■暮塾大学医学部戴息医学   

臣ホ技術評価総合研究   効果的な歯魔鏡息のリスク判定法および予防体系の開発   花田 侶弘   部長   圃立保t医療科学偏 口腔保t飾   

医療技術評価総合研究   初期■牡および歯列事の新たな診断技術の開発に闇する総合的研究   沖昨 正聴   教授   大阪歯倒大学（せ学節）   

医★技術評価総合研曳   フツ化鞠応用によるせ科痛点の予防技術椚価に闇する総合的研究   眞木 吉信   教捜   東京歯科大学衛生学講座   

医ホ技術評価総合研究   精神科■櫨における介入技術の明確化および絆優にWする研究一精神科訪問書護と急性期ホ櫓lこおける■護稟精一   t【8 真義   教授   空路加書護大学   

医ホ技術評価総合研究   外来がん化学轟應における■撞ガイドラインの開発と絆囁   小松清子   軟授   空路加■撞大学 書経学部   

医療技術評価総合研究   介吐息隣施設書撞■の教▼・研鯵プログラムの曽及拡大並びに■護t理事▼成・支援モデルの開発   中村 書手   劃攣t   書籍■立保儀大学ヰ鷹科学部   

臣■技術評価総合研究   ■護ケアの大群価・歌書システムの運用に間する研究   片田 範子   教摸・学部畏   兵書県立大学書雄学部   

医療技術辞価総合研究   ケースミックス、医療昨価測定を用いた医■／くフォーマンスの評価に間する研究   佐々 美濃   会1   社団法人全日本ホ暁協会   

医療技癒評価総合研究   標準的t子カルテにおける画像1禦液■モこ久汎用液■モニタの標準化と輝度t理に蘭する研究   石壇 武男   救援   名古畳大学大事鏡医学系研究科1子医学   

医療技術評価総合研究   t子カルテのための処方設計支ほシステムの墓生抜術の研究とコンポーネントの開発   膚田 鷹文   書■教授（≠勤形態）  ★京大学   

医療技術罰価総合研究   櫓準的t子カルテのための施設¶鯵療情報交換に附する研究   木村遥男   教授 医療什報部長  浜松医科大学医学部朋■痛陵医療情報那   

臣ホ技術評価総合研究   医療効果・織済勤よを目的とした漣隅病理診断の実用化とこれに関する次せ代機番の旗壬・開発   膚井 高志   教授   岩手医科大学医学部病理学書一講座   

医■技術評価総合研究   急性膿遭炎の鯵■ガイドラインの作成、曹及に蘭する研究   ．遇■如r   教授   帝京大学医学部舛劇   

医■技術評価総合研究   エビデンスを適切に統合するメタ・アナリシスの理論、応用と讐及にⅦする机暮研究   丹後 俊郎   技術評価部・部長  圃立像t医ホ科学快 技術評価部   

医療技術評価総合研究   虎内感染の防止のための監視体制の量爛．細菌棟壬圭の機能向上に闇する研究   山口 暮三   教授   暮邦夫中臣学部微生物・感染症竿講座  



医ホ技術評価総合研究   快内感染対策の有効性および兼用効果に聞する研究   新保 ■郎   那1   孤立圃靡医療センター研究所眉膚生態学研究部   

臣■技術評価総合研究   集中治♯節「1（ICU、N】CU）事、黒感染性息事の治■を担う部門における陳内需染防止対策に間する研究   武清 純   教授   孤立大学法人名古慶大学大学続医学系研究科機  
龍♯♯医学書攻救急・集中治■医学   

藍■技術絆価総合研究   我が圃における暮l■死に附する研究   
松島l英介   心■・ヰ和医療竿分 野助教横  ★女医科愴科大学 大学映医せ肇総合研究科   

医■技術評価総合研究   医■安全のための教材と教書方法の開発に間する研究   上聞Il夫   教授   ★北大学大学陳医学系研究科   

臣♯技術評価総合研究   捕食機能ホ暁の臣ホ安全対責に★すも撫攣クリニカル・インディケータの開封こ蘭する研究   永井 良三   救摸・ホ鋏よ   東京大学大学院医学系研究科・暮京大学医学部  
附眞ホ統   

医療技術評価総合研究   臣■安全における■書●加の実践プログラムとその効よ的教▼・研♯システムの開発研究   構本∴瞳生   教授   横浜市立大学医学部医欄壕全t理学   

医■技術評価総合研究   i床指標を用いた医■の井向上に附する皿敵兵同研究   畏谷川 廿よ  政策科学部よ  国立保t匿■科学続政策科学部   

医＃技術評価総合研究   医療チューブ蠣事故防止対動こⅦする学静的探索研究   山内 1明   教櫻   名盲丘大事 医学部   

医■技術評価総合研究   医療放射■分野における法令暮■■含めたtヰ体制に蘭する研究   油I雷 民雄   救援   旭川医科大学（医学部）   

医★技術評価総合研究   医療機間における放射線安全の確動こ叫すも研究   伊王 久夫   教授   千葉大学大学院医学研究院放射線檀ヰ学   

医■技術評価総合研究   ホ快機能辞価に連動した♯続的改暮システムの基盤■備に闇する研究   梅里 丘正   馨■研究主幹・特別 雷壬■  財団法人日本医■穐能評価機構   

医ホ技術評価総合研究   快内患染地鴫支はネットワーク及び相談体制の改雷・雷及や、データベースおよび／くックアップ体制の構築に聞する研究   暮辻 忠僕   研究所t   国立虎▼医療センター   

医療技術辞価総合研究   救急医★評価スタンダードとスコアリングガイドラインを利用したベンチマーキングに闇する研究   坂本：哲也   教捷   素点大学医学部救命救急センター   

医■技術評価総合研究   救急医の■庇と確保法についての研究   杉本：轟   救援   大阪大学大字快医学系研究科   

医療技術絆価総合研究   せ科医膚における院内感染防止システムの開発   鼻橿 美侶   重量   国立感染症研究所（細菌事一郎）   

医■技術評価総合研究   救急救命士に対する勤1的な気t揮t教▼法とマルチメディア教材の開発   田中 秀治   教授   圃士譜大学体書学劇スポーツ医科学制   

医療技術評価総合研究   捧外四における院内せ染対策の応用に闇すも研究   芳薫 克夫   外科医轟   国立ホ院機★ 熊本医療センター   

医ホ技術評価総合研究   政府の役割とX・安全・公平から見た地ヰ臣■システム運嘗の絆価手法と改曽携周の研究   長谷川 せさ  政策科学郡長  圃立保t匿■科学峡政策科学節   

医療技術絆価総合研究   書椎原性疾患に対する適正な施術の在り方に蘭する研究   宇雷l富 光明  ≠精理事   財団法人全国療術研究財団   

医療技術評価総合研究   地域性長の口腔保tと全身的なt鷹状麹の闇附こついての総合研究   小林 鯵平   学科1   人間総合科学大学 人W科学部 優鷹栄養学科   

臣■技術評価総合研究   訪間■撞文壇システムのれ豪に棚する研究   ♯8 橡男   敵摸   北玉大辛く臣ホ衛生学部）   

臣■技術絆価総合研究   医■・■撞事故（インシデントを含む）をエビデンスにした書護技術の楕撫化に閲する研究   川■ みどり  教授   日本赤十字■雄大学 ■護学部   

医♯技術評価総合研究   地域で生活する脚児・著の自サ生活を支援する看護プログラムの開発一居住型モデルの開発・実践   杉下 知子   学長   三暮れ立雷欄大学■旗竿那   

医■技術評価総合研究   新人■穫鴨■研♯の権道に関する研究   竹t 暮子   大学校欄   国立■杜夫学校   

医療技術評価総合研究   外来主事疾患鯵断における各問診礪8の牡作特性にWする研究   生坂 政臣   教授   千葉大学医学部附■痍続（総合詩■部）   

医＃技術評価総合研究   ベッドサイド自動安全監視システムに関する研究   大江 和♯   文節科学教官数摸・ 部長  東泉大学医学部附眞ホ院企画什相違警部   

匡■技術評価総合研究   虎著／手旗のための良書な侵t医♯什報の評価・統合・捷供方法に関する謂壬研究   織方 裕光   研究情報センター什  



医療技術評価総合研究   UMしSと連携する日本譜医学用請シソーラスの実用性に蘭する評価研究   瞥山 洋右  教櫻   お茶の水女子大学（生活科学部）   

医療技術評価総合研究   医■の★の向上、地中化の為の先遭的打抜術に嘱する研究   田中 博   医科学センター教授  
▲■－   

臣♯技術評価総合研究   エビキタスコンピューティングシステムを用いたへき地医療体制の充実に閲する研究   日付 俊せ   救援   孤立大学法人千葉大学工学部メディカルシステム  
エ学科   

医療技術評価総合研究   
「根拠tこ基づく鯵■ガイドラインjの適切な作成・利用・書及に向けた基盤曇tに関する研究＝急事・医療消文書の参加推進に向  

けて   

医療技術評価総合研究   手術成績予測法を用いた外科治療買改暮システムの開発   ＝村 雄次   倣櫻   名古屋大学大学院医学系研究科所態外科学講座   
‾ 

医■技術評価総合研究   脆輝■ポ書・縄末期農事への診療にWする判断、および鯵■行為の質の評価と改讐に服する研究   t■ 繍司   篇医療企声研究部虞  
＝   

医療技術辞価総合研究   医療の犬向上のための↑マネジメントシステムの実肛研究   棟近 雅彦   教授   早稲田大学理工学術桝   

医療技術騨価総合研究   臣ホ安全檀保のための■護人■体刑とアウトカム指棚の横柾   井部俊子   学よ／救櫻   蔓緒加讐欄大学   

医★技術評1ホ総合研究   臣オ安全を考えた産科施設の安全と暮に関する研究   杉本∵充弘   産汁人科郎土  日本赤十手社医療センター産婦人科   

臣ホ技術評価総合研究   コア・コンペタンシーに基づいた医療安全教書についての研究   1谷川 友紀  教授   井邦大事医学部社会医学講座医療政兼・繚曹科  
学分野   

医療技術評価総合研究   暮中治■部（lCU）における臣★安全t理指針策定に関する研究   前川 剛志   教摸   山口大学（匿筆部附ヰ病練）   

医■技術評価総合研究   リスクt理を含めた精外叫の包括的産科t理のあり方に朋する研究   松岡 書   教授教育■   ★京医科せ科大学（大学院焦t衛生学研究科リブ  
ロダクティプヘルス■雄牛）   

医療技術評価総合研究   NICリー撞技術≠準化によるエビデンスに暮づいた安全対動こ閲する研究   横尾 京子   救摸   広■大学大学院保t学研究科   

医ホ技術評価総合研究   化学テロ災書時の臣♯機関での檎暮体制充実に叫する研究   塁敷 幹ヰ   助教授   広■大学大学院直せ薬学総合研究科   

医療技術評価総合研究   鯵■ガイドライン■豪支援システムの開発研究   覇▲■ 均   理事長   （財）凪静医学什報センター   

医療技術評価総合研究   高度総合鯵療施設における■撞t子加レテの実用化と評価にⅦする研究   楠岡 英雄   ■」l洗最   独立行政法人圃立ホ扶欄爛大阪医療センター   

医療技術評価総合研究   生形外科鶴城ガイドラインのt子化、並びに活用H陣価に附すも研究   
医歯学総合研究科緻  

四書 謙一  捷   甘触神経外科学分野   

医療技術評価総合研究   臨床祝儀でのエビデンス主用■不壬用決定の過程と緒よに闇する鵬董研究   橿井 次矢   快長   財民法人モ路加風療病暁   

医ホ技術評価総合研究   繊末期医■のrの向上に関する研究   林撫治   次長   圃立保t医＃科学院   

臣■技術評価総合研究   小児医ホにおける安全t理播‘十の策定に蘭する研究   阪井 裕一   医長   孤立成事医療センター総合鯵■部数急診療科   

医療技術評価総合研究   医療事故発生後の医療職開の対応と紛争♯決に間する研究   佐々 美運   全景   社団法人全日本痛快協会   

医療技術評価総合研究   産科Ⅷ壌における臣■事故の♯析と予防対策   中林 正雄   愛書ホ腕枕曇  社会Ⅶ礼法人思慮財団母子愛書会総合母子保t セン 
ター愛書痛快   

臣ホ技術評価総合研究   皿内州こおける医ホ事故・医事紛争地号に関する法制的研究   ／  ：：▼：l   助教授   新潟医療編制大事故会稽牧草部   

医療技術評価総合研究   医■朋遵死の靂I暮分析に係る研究   山口】散   院長   Ⅷ奪公務■零共済組合連合会虎のM病鏡   

医ホ技術評価総合研究   遺析施謝こおけるブラッドアクセス関連書故防止に蘭する研究   山崎 隷雄   全景   社団法人日本透析医会   

医療技術評価総合研究   へき地医■体制の充実及び評価に附す各研究一山形鋼における実践的試み－   清水 博   教授   山形大学大学枕 医学系研究科 医帝政策学   

医療技術辞価総合研究   持続可能なへき地専における保t臣★を実現する方矧こ朋する研究   鈴川 正之   教授   自治医凋大学医学蘭  



医療技術静価総合研究   重粒子線治徽事新技術の医■応用に係る放射線肪撞のあり方に関する研究   辻井 ≠ま   i粒子医科学セン  
ター曇   学センター   

匿■技術評価総合研究   災書時匿■体制の暮傷促遭に間する研究   辺見 弘   痛快轟   圃立■鏡≠れ災書医■センター   

医療技術絆価総合研究   メディカルコントロール件例の充実強化に間する研究   山本 保博   
▼久鷹l区†エl＝¶り買■l 度数命数急センター  日本医科大学救急医筆数壬書度数命数息セン ター   

医療技術評価総合研究   卒前教書から生温教書を通じた医師数書の在り方に闇する研究   ★岬 美夫   院長   孤立保健医ホ科学練   

臣■技術絆価総合研究   日本の医師需輪の素性的場暮研究   長谷川 せ♯  政策科学部1  孤立保ヰ医療科学鏡政策科学部   

医■技術評価総合研究   新医師臨床研捧制度の絆龍に棚する仇壬研究   橿井 次矢   院長   財団法人■路加風靡ホ快   

医療技術絆価総合研究   医師瓜書抜牡のコンピューター化に朋する研究   細田 儀一   MlユIj五ノヽlコ■ヽlU■皿 圧研究搬井金附九糾  

膚●ウ■■．■ヒ■■l▲11・■■・■■■   

医療技術評価総合研究   歯科分野における鯵■ガイドラインれ彙に鵬する総合的研究   石井 好男   教授   ★京歯科大事故金歯科学研究圭   

臣★技術秤1ホ総合研究   書科医師囲手技麟における実技賦♯の書暮的評価に向けたシミュレーション・システムの開発   川添 集彬   教授   大阪せ科大学く有せ輔＃校合学講座）   

臣■技術評価総合研究   加書抜犠プール制に向けての閥≠作成・入力システム開発－インターネットを利用した方法についての横肘－   森田l攣   教授   北海道大学大学院歯学研究科   

医ホ技術辞儀総合研究   在宅■暮書の看取りにおける訪問t櫨師と医師との壬携に闇する研究   Jl一越 陣   枕長   ホームケアクリニック川趨   

医ホ技術騨価総合研究   医兼安全と井を保虹する農事状態適応型′くス統合化システム開発研究   七塚 悦功   教授   ★京大事・大学恍工事系研究科   

医療技術評価総合研究   安全な魚t筐ホ情嶋流通を促遺する保t医療法虹集魚生傷の技術的方矧こ閲する研究   大山 永昭   教授   圃立大学法人十荒工業大学≠欄欄工学研究旛朋   

医療技術評価総合研究   臣★VPNとPKIを併用した安全な医■情報交換インフラの■毛と運用に関する研究   木内 t弘   教授   千束大学医学部附■ホ陳   

匡■技術群Ⅶ総合研究   世界ドライアイ診断基準の作成と我が皿への応用   坪田 一男   教授   慶應■塾大学 医学部職科学赦圭   

医療技術絆価総合研究   
保儀H医■・福祉領域の安全文酎正に貢献する■櫨マスターの統合寅t理システムと高度書M■壇実践を支援するシステム聞   水流聡子   

莞研究  
助教授   東京大学・大学院工学系研究科   

モ子カルテシステム等の導入による臣■の安全性と暮の改讐の絆価に朋する研究   林 同文   助救援   東京大学大手株医学系研究科・t■医科学創造  医療技術評価総合研究  講座   

臣ホ技術評価総合研究   臣■安全防止対策の経済押ずに闇する研究   ▲、 上l＝＝   助救援   東京大学医学部附tホ昧   

医療技術辞儀総合研究   安全な療養環積を♯築するための物的対動こⅦする研究   暮 淳夫   施設料学部長  爪立保t医■科学晴施股科学部   

匿■技術絆価総合研究   脳神経外科手術におけるヒヤリり＼ツト事例、事故事例、訴訟事例の分析による手術治療安全対策ガイドライン作成に朋する研究  児玉 爾海蛙  教授   禰■■立医科大学瞳沖持外科   

医療技術評価総合研究   ヒヤリり＼ツトや事故事例の分析による医■安全対策ガイドライン作成に闇する研究   ■森 野子   書撞部長く院長補佐 薫）  京♯大事医学部附眞痛快 ■護那   

医療技術詳価総合研究   抗がん網の安全t理に関する研究   土よ 了介   ■」鏡最   押立がんセンター中央病院   

息著●加に基づく医療琶全・賛辞価指♯の開発に蘭する研究   長谷川：友紀  教授   東邦大学医学部社会医学講座臣■政策・緑営  医療技術押価総合研究  科学分野   

医♯技術評価総合研究   新医師■床研鯵制度における研修医指ヰに間すも研究（♯丁基準に闇する研究を含む）   水■ 書朔   部長   孤立保t医膚劇嘩欄 人事▼鹿部   

匡ホ技術評価総合研究   臣籍データベースと医師資格】Cカードの応用と評価に間する研究   山本 隆一   助教授   文京大学大車陳情報学環   

医★技術辞儀総合研究   助産ケアの捷供システムに闇する研究   加■ 尚美   緻授   神奈川■立焦t禰祉大学保t橿牡牛部■捜学科   

医療技術評価総合研究   t子加レテシステム導入が診療記件の井に与えた影響と、その緒1としての医療の書の改曽の評価に闇する研究   阿●沼 元≠  教授   圃瞭医療橿祉大学 圃群臣♯禰祉総合研究所  



医療技術評価総合研究   臨床研傭医が初期研♯の2年肌に蠍櫓すべきEBM教書カリキュラムの開発lこ服する研究   小鼻 機三   総合診療部畏  佐賀大学医学部附眞痛枕   

医ホ技術評価総合研究   ■潰ヰ鯵■ガイドラインの壬用と評価に附する研究   t野 t太郎  教授   自治医科大学 内科筆談座消化書内科学部門   

医療技術評価総合研究   幹療ガイドラインの主用と評価tこ闇する研究   1谷川 友紀  教授   ★邦大学医学節‡土重臣学講座医療政策・綬蕾科  
攣分野   

医ホ技術評価総合研究   がん鯵療ガイドラインの適用と評価にⅦする研究   平田 公一   

医ホ技術絆価総合研究   鯵■の方向性にさづいた監査や追跡性に責するt手カルテの記述モデルに明すも研究   丑叔 点椚   教授く医よ情報部） ：▲＝：二三．  琉球大学（医学部附属ホ横）   
医療技術評価総合研究   国民の視点に暮づく適切な鯵断過程の確立に閲する研究   暮 触哉   教摸   東♯大学筐部内科学展消化畿内科学   

医■技術評価総合研究   公開簾墓農技術を活用した鯵★什報共有における個人什報保ぶと什糟セキュリティに閲する研究   山本：饅－   勤鞍眉   ★京大学 大学l亮情報学環   

辰ホ技術評価総合研究   医療汀化による医よの安全性と責の改雷の評価に闇する研究   土谷川 友紀  教授   ★邦大学医学部社会医学講座医療政策・緑営科  
半分野   

医療技術罰価総合研究   医療情鞘システムを暮盤とした業務フローモデルによる医療の欄と安全性の評価に関する研究   簾田l♯平   ＃仕種事   （社）全日本ホ院協会   

医赤枝前評価総合研究   医ホ機蘭における安全t毒システム間先の有用性に間する研究   坂本すが   看護部長   NTT東日本闇★ホ鏡   

匿よ技術評価総合研究   せ科技工士資格試♯の全餌統一化に向けた実践的研究   末濃 －さ   校よ   大阪歯科大学せ科技工士書門竿袖   

医療技術絆価総合研究   せ科医師臨床研修における研鞭手職と臣よ安全のための指針作成に関する研究   蘭 宣輿   教櫻   よ晴天孝夫草枕臣歯兼学総合研究科せ局疾息  
ホ因・再生♯折学   

医ホ技術評価総合研究   新たなせ科医ホ葉書讐の予測に間する総合的研究   吉武 光古   理事   財団法人口腔畏t協会   

医ホ技術絆価総合研究   鯵■錬零のt子保存の鮮価方漣に蘭する研究   遺■ 明   書精理事   財団法人医■情報システム開発センター   

医■技術絆価総合研究   保牒鉦鼓鉦情報の遥償に朋する実柾的研究   里村 洋一   名書教授   手蔓大学（医学部）   

臣■技術評価総合研究   情報技術マネジメントによる書い医療の千と効率化を可他にする遼剛医療（テレケア）モデルの開発と評価と研究   村井 兼夫   教授   信州大学医学部付■ホ院 医療情報部   

≠層l匹チエt＝t■Iヌ  

厚生労働科学特別研究   NBC災書・テロ対応のシミュレーションと積準的対応に闇する研究   山本 保け  ■度数命数急セン  
■■■■l■■   

肝環薯疾患専総合研究【糖尿病対策研究】   戦場研究くゎ尿ホ予防のための戦噌研究）   
財団法人皿静協力  
医学研究♯欄財団  理事よ   

財団法人国際協力医学研究経書財団   

感鷺馨瞭書研究   内耳性触牡に対する細胞移穐システムのれヰ   小川 郁   教授   慶應暮塾大学 医学部耳鼻咽喩科学教王   

ここうのt鷹科竿研餞   自殺関連うつ対策戦略研究   
財団法人精神・神経   理事よ   
科学義■財団  

財団法人精神・神繰科学♯興財団   

閲瞭医学協力研究   生活曹≠痛の日米肌こおける■鷹障書とその間∬に蘭する研究   ★井 鷹   教捜   千葉大学大学陳医学研究枕   

国際医学協力研究   細菌性膿t感染症の病∬因子の＃析と診断・治＃への応用に朋する研究   渡辺 治雄   劃所長・細菌1一節 押轟  国立感染症研究所細薗第一部   

新興・再■霹発症研究   アジアで流行している感染症の我が孤への侵入監視の強化に闇する研究   渡辺 冶♯   lり所長・細菌第一飾 轟  圃立感染症研究所   

こころのt鷹科学研究   上位運動神橙優位AL＄の分子■態♯明と治ホ藁の開発   池田 穐衛   教授   兼海大学総合医学研究所 分子神堆科学部M   

食品の安心・安全確保推進研究   乳幼児▲晶中の青書観賞及び病原微生物の暴薫れ壬に間する基礎的研究   五十看 静侶  士品衛生t理部書－ 主ょ  孤立臣稟晶食品衛生研究所 暮晶衛生t礫部   

土晶の安心・安全確保推進研究   食中暮甘のホ刑耐性に関する疫学的・遺伝学的研究   渡辺 治ヰ   劃所長・細菌第一郎 部長  孤立感染症研究所細菌第一郡   

創業専ヒューマンサイエンス総合研究   疾息特異的丁細胞吸着材の開発   渋谷 統雷   餞畏   衝立ホ僚機構長嶋神経医■センター  



Iq薬篭ヒューマンサイエンス総合研究   書機能保持ヒト肝細胞組込型細胞チップとナノセンサーによる新薬間集における薫物動態・暮性を評価する新規／くイオセンサー   永森 欝志   
の開発  

書■教模   杏林大学 医学部総合医療学教圭   

萌芽的先犠医ホ技術推進研餞【ナノメディシン分野】   細胞内動態制御機畦を■する新規細胞遇択型ナノ遺伝子キャリアの開発と遺伝子治療への応用   川上 茂   助手   京拡大学大学焼 薬学研究科   

萌芽的先端医■技術推進研究【トキシコゲノミクス分野】  特■体＃性虞欄胴l暮書籍虚の穐儀欄胡と予測実♯雇の開発   横井 せ   教授   金沢大学大学快医学系研餞科 薬学部兼任   

医薬品・医♯機書専レギュラトリーサイエンス総合研餞  医手品の取り▲え防止の視点に立った薬剤師義務のあり方に関する研究   佐暮 秀昭   ≠務理事   社団法人日本病院薬剤師会   

小児疾患臨床研究【着手医師・協力事活用等に暮する研究】  小児内鷹に対する治■開発を鷺回した多施政共同托床杖♯に蘭する研究（着手医師・協力著活用書に暮する研究）   牧本こ 厳   臣t   Ⅷ立がんセンター中央痍快事二磯城外来部小児  
科   

曇蓼科学総合研究【最舞科学総合研究分野】   介穫毛人尿t施設及び介醜女暮型匿■施故における繰警乗態及びマネジメント実施状況に蘭する研究   小山 秀夫   織讐科学部1  圃立像t医療科学読経宮村学部   

劇薬讐ヒューマンサイエンス総合研究   PET♯暮を用いた■ニ次予防の鯵断アルゴリズムの開発、PET檎鯵施股間のネットワーク≠ヰおよび死亡率低下の檎紅研究  小■ 伸介   医■   京都大学医学部附■病院探索医療センター扶証  
蔀   

が～臨床研究【苦手医師・協力者活用事に暮する研究】  成人丁七輪性白血痍（ATL）をモデルとしたウイルス卓染間違がんに対する暮斬的治■法の蘭莞（■床研究票磯チームの整傭）  松岡 雅▲   教授   京♯大学ウイルス研究所感染免疫研究領域   

臣■技術評価総合研究   医療のトレーサビリティ向上に書与するt子カルテシステム讐の開発とt理に関する研究   名和l事   教綬   ★京医科大学 医★情報学講座／総合情欄部   

tホ科学総合研究   t鷹鯵暮の精度tヰにⅦする研究   渡辺 …■明   教捜 檎暮部長  餌＃医療橿壮大羊付正三田痛快檎暮那   

t轟科学総合研究   t全な水叶環の形成に賞する浄水・t絶技術にWする研究   離昨 正弘   理事轟   財団法人水遭技術研究センター   

医療技術絆価総合研究   ■護暮離散事における■撞技術教雷の充実に関する研究   小山 眞理子  教授、学科轟   禅無川■立保t欄杜夫学僕t樽牡牛部看護学科   

治験椎遭研究   治♯推進研究   
社団法人日本藍   会員   
拝金  

社団法人 8本医師会   

こころのt鷹科学研究   自殺の実態に壬づく予防対策の推進に閲する研究   北井暁子   折丘   孤立精神■神経センター 精神保t研究所   

庫書良書橿祉総合研究   す神ヰ書書の正しい理♯に基づく、ライフサイクルに応じた生活支嬢と退統促進に間す各研究   北井暁子   所長   孤立竹神・神経センター 精神保欄研究所   

厚生労働科学特別研究   i朋卜小児科に係る年廿別・痍息別医女費の正権な収支椚儀と、これに壬づく診療報酬上の適正評価のあり方に間する研究  欄暮 淳一郎  頭扶長   Ⅶ岡市立子ども■鏡・感染症センター   

陣生労■打撃特別研究   心神景失手篭眉欄t禦法における対■看のホ態と医■内容等に間する研究   ■■ 二  峡長   岡山れ立岡山病院   

年生労≠科学特別研究   四欝保tにおける社会的t■決定因子の政策的暮暮に関する研究   横木 美樹   書■教授   文京大学大学院医学系研究科臣よ繰曹政策字書  
附講座   

庫生労■科学特別研究   四民一人当たりの生涯医欄層の推帥こ関する研究   大久良 一郎  教授   筑波大学大学続 人岬I総合科学研究科   

厚生労働科学特別研究   歯科医師の■床研修施設群内における協力型比床研♯施設と研♯せ科医とのマッチングシステムの開発   住友：雅人   痛快1   日本歯科大学歯学部 付属痛快総合鯵■科   

厚生労■科学特別研究   楕■ハイリスク息書への書M的■性技術捷供に関する実態綱暮   真由 弘集   教摸   天恵大事大掌統医学系研究科   

庫生労■科学特別研究   治験コストに係る医■経済学研究   ト’H■■・・   ■】旗長   独立行政法人 孤立ホ快機構大阪医療センター   

曙生労■科学特別研究   t■フロンティア戦【削こおける保t師配tよ畢の責走に闇する研究   伊■ 瀧治   】一事轟   社団法人 全匹保tセンター連合会   

厚生労働科学特別研究   新型インフルエンザに対するリスクコミュニケーションの在り方についての実践的研究   丸井・英二   教授   l■天空大学 臣竿節   

厚生労★科学特別研究   ∬在任縮積悪染に対するイソニアジド投与に闇すも研究   加■ ♯也   研究部長   財団法人 緒桟予防会緒械研究所   

厚生労■科学特別研究   水遭に用いられる重科響からの澹出の実應と辞儀に闇する研究   安書 正典   教摂   武▲野犬芋蔓学研究所環墳化学研究圭   

厚生労■科学欄別研究   ま仇移穐書の実情と術後の状況に閲するホ暮研究   小林 菓司   教授   自治医科大学分子ホ惣治★研究センター♯畢t  
襖研究≠  



厚生労働科学特別研究   ≠血血液のウエストナイルウイルス・スクリーニング法にⅦする研究   山口 一成   部長   孤立感染痘研究顧 血濃・安全性研究部   

厚生労≠科学特別研究   麻疹・エ疹の予防嫌積年とワクチンの需事に閲する漬暮研究   岡部 憺廉   センター1   孤立感染虚研究所感染症情報センター   

庫生労働科学特別研究   ⇔入景品の書生虫汚染制押に蘭する緊急研究   遺■ ■耶   都農   閲立感染症研究所 書生動物部   

厚生労働科学特別研究   諸外聞における石綿はく書とt鷹隷書発症リスクにⅦする調暮研究   ■機 嫌   敷櫻   
産業医科大学主美生態科学研究所環境疫学研  
究重   

庫生労■科掌特別研究   産婦人科臣■捷供体制の緊急的確尿に関する研究   鵜野 信也   救援   北里大学 医学部産婦人科学   

がん臨床研餞【若手医師・協力著活用蠣に雷する研究】  進行卵巣がんの■学的治■に朋する研究   八暮ほ 伸生  敵棲   ★北大学   

循環書疾患等総合研究【l遥卒中・生活菅慣ホ臨床研究】若 手医師・協力者活用に暮する研究  弓那大動脈全書換術におけ息組体温轟應の中等虔低温温■法のランダム化比較拭♯   
荻野 均   医長   孤立柑印書痍センター 心臓血書外科   

循環書疾患零総合研究【脳卒中・生活菅≠病札床研究】若 手医師・協力書活用に羊する研究  メタポリックシンドロームにおけるアディポサイトカイン1≠を標的とした心血t合併治療・予防法の確立   1谷川 浩二  部■   国立病院機構 京都匿■センター   

厚生労働科学特別研究   地域遵欄クリティカル′くスモデルの開発に閲する研究   
橿田 憲一郎  主任研究官   孤立保■医■科学陵政兼科学部   

厚生労働科学特別研究   インフルエンザに伴う随伴症状の発現状溌に蘭する神主研究   
横田 俊平   教授   横浜市立大学医学部小児科  
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